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はじめに

これは2004年9月28日から10月1日まで、短期共同研究として

行った研究集会「5’ｐ（2，Ｒ）とざ打（2，2）上の保型形式、ⅠⅠⅠ」の記録
である。最初の「Ⅰト直前の「ⅠⅠ」の記録と、また関連する研究集会
「ＴＶ丑対敵循蛤トの促悪日諦；式二のｊ許容ｌ　仕草－れぞれ」謹密録Ｎｎ＿　ｑｎｑ
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（1995年5月），Ｎｏ．1094（1999年4月），Ｎｏ・1342（2003年）にある。
これらを読み返して見ると、まだ保型形式の文脈で表現論の結果
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を消化しきれていないのを感じる。他方で、快聖形丸帯の皇安な深
い結果は、単に表現論の結果の直接の応用では出ない。例えば、表
現の分類は大切な結果であるが、それのみでは実素点での場合は、

いわば保型形式の「重さ」（ｗｅｉｇｈｔＳ）が分かるに過ぎない。代数的な
分類に限っても極小互1ｙｐｅの存在と一意性など深い結果抜きでは
ｂユ　ニ＝ゝ上．Ｊ、一、　．々　∃呈上ｄ／Ｔヽ⊆里芋謙二1ＲＩ孟∠ゝ〉ナＪ．11、．7－ヰ　　　∈三言ニムＬ Ｌ′丁ヽ⊥ｌゝ払丑婆
1りｂ亘≡スノよ∨’0　甘滞ノ屈、しリノ作別プ日登頴田－」イ〇Ｖ－　し　て）ヽ／叫ノブｌ’什⊥＞ノーヽ猟個十

上の調和解析が不可欠であることは紛れもない。1変数の研究など
から、現時点で思い描くことが可能な前途を想像すると、時々気が
遠くなる思いがする。
それでも、ここに寄せられた論説をご覧になる方々は、ⅠからⅠⅠⅠ
でヒヮ与′ハ巨目汁ヱ＿夕ｌわれの堂曹猷Ｉか扁許容の1位巌克．目上刃文か1．7、人取ら　壬
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前味噌で恐縮であるが、実の（準）分裂代数群上の特殊関数（一般化
球関数）については、ここ12・3年くらいの間に、階数2の群か
ら軸（3，Ｒ）やｇ机3，3）のような階数3の群に関する実質的な結果
を出す手前までに達しているし、軸（2，Ｒ）や汀（2，2）に関しては、
個々の一般化球模型から進んで、2穫類の横型け実現1の相互の関係■－▼　　＼ｒ‾■　′

を問題にできる水準に到達している。
先は長いが日本には「急がば回れ」という諺がある。分かりやす
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思い込みの激しい代表者に付き合って下さった、これまでの共同
研究者の方々やこれまでの集会に参加や論説の寄与なさって下さっ
た方々に感謝します。
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実際の話の順の記録

9月28日、午後：小林、大島

9月29日、午前：「問題」、山下、森山　午後：落合

9月30日、午前：「問題」、平野（織田）、石井

10月1日、午前：織田（平野・石井）、織田

注：「問題」とあるのは、問題を捷案するセッション。
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